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スイート木の実の皆さんに教わりながら和気あいあいと柏餅づくり。江
戸時代からある柏餅、なぜ柏の葉を使うかご存じですか。その理由は、
柏の木の生態にあります。柏の木の葉は、新芽が出ないと古い葉が落ち
ません。このことが「子どもが生まれるまで親は死なない」という思い
につながり「家系が絶えない」「子孫繁栄」という縁起を担いだのです。
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今
年
も
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
去
年
は
台
風
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
、
大
火
勢
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
は

残
念
な
想
い
を
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

し
か
し
、
皆
さ
ん
以
上
に
悔
し
い
想
い
を
し
た

の
は
実
行
委
員
会
。
去
年
不
発
だ
っ
た
分
、
今
年

は
灰
に
な
る
ま
で
燃
え
上
が
ろ
う
と
意
気
揚
々
で
す
。

　

今
年
は
町
制
10
周
年
記
念
と
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
花
火
で
は
、
町
内
小
学
4
年
生
（
お
お
い
町

と
同
じ
く
10
歳
）
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
願
い
を

書
い
た
短
冊
を
、
大
き
な
2
尺
玉
花
火
に
貼
り
付

け
て
打
ち
上
げ
ま
す
。
真
夏
に
雪
を
降
ら
せ
る
企

画
ス
ノ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

夏
休
み
中
で
す
が
、
雪
遊
び
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
実
力
派
漫
才
師
、「
ミ

サ
イ
ル
マ
ン
」、「
学
天
即
」、「
和
牛
」
の
3
組
の

漫
才
が
楽
し
め
ま
す
。

Q
い
つ
ご
ろ
か
ら
実
行
委
員
会
に

　

10
年
く
ら
い
前
か
な
。
商
工
会
の
先
輩
に
誘
わ

れ
て
実
行
委
員
入
り
し
ま
し
た
。

Q
は
じ
め
て
参
加
さ
れ
た
時
の
気
持
ち
は

　

一
会
員
と
し
て
お
も
い
っ
き
り
楽
し
ん
だ
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
委
員
長
と
な
っ
た
今
で
も
そ

の
気
持
ち
を
も
っ
て
楽
し
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
を

　

恒
例
の
行
事
も
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
が
、
今
年

は
真
夏
に
雪
を
降
ら
す
企
画
「
ス
ノ
ー
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
」
や
「
関
西
京
都
今
村
組
」
の
ヨ
サ
コ
イ

な
ど
な
ど
魅
力
満
載
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
実
行
委
員
会
の
治
面
地
委
員

長
に
一
問
一
答
形
式
で
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Q
ズ
バ
リ
や
り
が
い
を

　

場
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
す
か
ね
。
お
祭
り
騒

ぎ
が
大
好
き
な
の
で
。

Q
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
に
対
す
る
思
い
は

　

同
じ
町
の
お
祭
り
だ
し
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に

お
お
い
町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
合
併
前
も
、
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
は
町
を
、

星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
は
村
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て

き
た
ん
だ
し
、
志
は
一
緒
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
今
年
の
意
気
込
み
を

　

今
年
は
や
る
で
ー
！
！

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

17
時
30
分
〜　

　

ヨ
サ
コ
イ
「
関
西
京
都
今
村
組
」
の
雄
大
な

　

踊
り
で
幕
を
あ
け
ま
す
。

19
時
〜

　

松
明
行
列　

総
勢
５
０
０
人
の
行
列
。
当
日
券

　
（
２
，
０
０
０
円
）
も
会
場
で
販
売
し
ま
す
。

19
時
20
分
〜

　

炎
の
太
鼓
「
大
飯
ブ
レ
イ
ズ
」「
名
田
庄
太
鼓
」

　

に
よ
る
迫
力
満
点
の
太
鼓
演
舞

20
時
〜

　

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
点
火
・
豪
快
に
乱
舞

20
時
30
分
〜

　

花
火
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
1
万
発
の
花
火

スーパー大火勢
実行委員長

治面地　克文　さん

↑若衆

お祭
直前
‼
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Ｑ
い
つ
ご
ろ
か
ら
実
行
委
員
会
に

　

７
年
前
で
す
。

Ｑ
実
行
委
員
入
り
し
た
き
っ
か
け
は

　

ご
は
ん
を
食
べ
て
い
た
ら
、
す
で
に
実
行
委
員

に
入
っ
て
い
た
友
達
と
そ
の
先
輩
に
偶
然
会
っ

て
、
ナ
ン
パ
さ
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

Ｑ
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
に
対
す
る
思
い
を

　

大
火
勢
に
参
加
し
て
た
お
か
げ
で
い
ろ
ん
な

人
と
出
会
え
て
貴
重
な
い
い
体
験
を
い
っ
ぱ
い
で

き
ま
し
た
。（
実
行
委
員
の
方
た
ち
、
ラ
ジ
オ
や

出
向
宣
伝
、
町
の
施
設
や
団
体
の
取
材
な
ど
広
報

グ
ル
ー
プ
で
の
町
内
外
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
）

参
加
し
て
い
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
け
が

え
の
な
い
経
験
を
大
火
勢
で
さ
せ
て
も
ら
っ
て
る

と
い
う
思
い
で
す
。

Ｑ
今
年
の
大
火
勢
に
対
す
る
意
気
込
み
を

　

去
年
不
発
や
っ
た
分
を
今
年
ぶ
つ
け
ま
す
。

Ｑ
広
報
グ
ル
ー
プ
の
主
な
活
動
内
容
は

　

取
材
、
Ｐ
Ｖ
、
広
報
紙
、
出
向
宣
伝
、
チ
ラ
シ
、

う
ち
わ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
な
ど

な
ど
で
す
。

　

去
年
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
が
開
通
し
、
こ
こ
１

年
で
す
ご
く
広
報
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
ね
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
と
相
ま
っ
て
広
報
の
幅
が
広
が
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
広
く
大
火
勢
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
つ
も
り
で
す
。

Ｑ
今
後
の
大
火
勢
に
対
す
る
思
い
を

　

地
元
の
人
に
も
っ
と
実
行
委
員
に
入
っ
て
も
ら
っ

て
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
取
り
入
れ
た
い
で
す
。
よ

り
よ
い
大
火
勢
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
広
報
活
動
の
目
標
は

　

広
報
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

Ｑ
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
に
対
す
る
思
い
は

　

お
互
い
助
け
合
う
よ
う
に
な
れ
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
一
緒
に
出
向
宣
伝
に
行
き
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
感
じ
で
も
っ
と
も
っ
と
協
力
し
た
い

で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
1
年

　

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
の
実
行
委
員
会
の
ス
タ
ー
ト

は
な
ん
と
冬
か
ら
。
1
月
か
ら
2
月
に
行
わ
れ
る

第
1
回
全
体
会
議
で
そ
の
年
の
ス
ー
パ
ー
大
火
勢

が
始
ま
り
ま
す
。（
左
の
写
真
は
第
1
回
会
議
後

の
集
合
写
真
）

　

そ
の
後
は
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動

し
ま
す
。

4
つ
の
グ
ル
ー
プ

・
大
火
勢
グ
ル
ー
プ

　

メ
イ
ン
の
大
火
勢
を
ど
う
い
う
手
順
で
回
転
さ

せ
る
か
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
ま
す
。

・
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

　

会
場
で
行
わ
れ
る
大
火
勢
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
を

　

企
画
・
検
討
し
ま
す
。

・
自
主
警
備
グ
ル
ー
プ

　

警
備
計
画
策
定
・
当
日
の
警
備

・
広
報
グ
ル
ー
プ

　

大
火
勢
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
と
は
別
に
、
実
行
委
員
全
体
で

行
う
作
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。
大
火
勢
の
作
成
は

実
行
委
員
で
行
っ
て
い
て
、
萱
刈
り
、
横
棒
制
作
、

小
火
勢
（
大
火
勢
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
）
作
成
な
ど

多
く
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
地
域
の
方
々

に
協
力
し
て
い
た
だ
く
松
明
作
り
な
ど
ス
ー
パ
ー

大
火
勢
は
町
民
全
員
で
作
り
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
の
広
報
な
ら
俺
に
任
せ
ろ
と

い
う
広
報
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
佐
近
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

↑本郷小学校で行われた PTA 親子松明作り

広報グループリーダー　
佐近　洋輝　さん

お祭
直前
‼



　よく『今年のゲスト誰？』って聞かれるん
です。たしかに来ていただける人達からすれ
ば一番の見所はそこかもしれませんが、自分
たちはそうではありません。お祭りを続けて
いること、そのことがフィエスタ一番の魅力だ
と思ってます。
Q. スーパー大火勢に対する思いは
　スーパー大火勢は合併したとき、実は「な
にくそ大火勢！」と思っていました。同じ 8
月のお祭りでライバル心があったんでしょう
ね。最近はまったくそんなことは思っておら
ず「スーパー大火勢は町の顔になってる祭り
だな」と感じています。フィエスタは僕的に
は地域の夏祭りがちょっと大きくなったくら
いの感覚なんです。( 笑 )
　大火勢の実行委員会本部にいったときなん
ですけどトランシーバーがズラーっと何台も

並んでたんです。それを見たときは大火勢ス
ゲーって思いました。フィエスタは 3 台にす
るか 4 台にするかでいつももめてるんで ( 笑 )
Q. 実行委員で一番嬉しいときは
　盆に帰ってきた友人とフィエスタで再会し
て「久しぶりやなぁ」と話す、これがきゅん
とくるし、一番嬉しい瞬間。「また来年フィエ
スタで会おう」てなるんですけどこれもすご
く嬉しくて。
Q. これからのフィエスタ実行委員
　これからもフィエスタらしいお祭りをして
いきます。
　先輩らがつくってくれたお祭りなので続け
ていってほしいのが第一。そして、そういう
思いを後輩たちに持たせてあげられるように
僕たちもしなくてはならない。僕も先輩たち
と楽しくフィエスタに携わらせてもらってそ
う思えたし。仕事よりフィエスタが楽しかっ
た（笑）。
Q. 今年の意気込みを
　( 実行委員会メンバーへ ) フィエスタの集ま
りが楽しいからってのめりこみ過ぎて夫婦関
係が悪化しないように気をつけてな。家族を
大切に。特に 6、7、8 月は注意 ( 笑 )。

Time Schedule
13：00　オープニング
13：15　ジバニャン　バラエティーショー（1 回目）
14：00　お笑いライブ
15：00　ダンスステージ
16：45　ジバニャン　バラエティーショー（2 回目）
17：30　タナカユウキと his juke box（名田庄出身のバンド）
18：15　ケラケラ　Star Light Live in 名田庄
19：15　土御門河臨祭
19：30　名田庄太鼓演舞
20：15　松上げ
20：30　花火大会
20：50　エンディング

↓カブト捕獲隊

↑松上げ制作

フィエスタ今昔

　今年第 25 回目を迎えるフィエスタですが、お祭り存
亡の危機もありました。
　1991 年、旧名田庄村で星をテーマにした祭りを開催
したのがはじまりでした。しかし程なく村が財政難に陥
り、星のフィエスタの休止を決定しました。
　当時の若者らは村に開催をかけあいましたが、村の
決定は覆りませんでした。それなら自分達の力で開催し
ようと、若者らが村の家を 1 軒 1 軒回って寄付金を募り、
開催しました。1999 年、行政がまったく入っていない状
態でフィエスタは無事、存続しました。
　村が開催していたころは国からの補助金もありお金に
余裕のあるお祭りだったのですが、1999 年からは潤沢
な資金がなかったので実行委員会はギリギリの資金で実
施していました。町からの補助金がある現在も有効に使
う道を探して実行委員は頭を悩ませていると岩崎委員長
は語ります。

休止のピンチもありました。

4お祭
直前
‼



Q. いつごろから実行委員会に
　今年で 13 年目ですね。19 歳の時に実行委
員に入って、委員長は 4 年目です。
Q. 実行委員会について
　現在、実行委員会 35 人です。新人勧誘は、
地元にいる若い子に「ちょっとフィエスタ実
行委員入ってみんか」と声をかけるくらいで、
強制はまったくしません。楽しくやってもら
いたいですし、堅苦しい実行委員会にしたく
ないですね。
　委員長の交代は特に何年で交代ってのは決
まっていません。下の世代が育ってきたなと
感じたら交代って感じですね。
Q. 実行委員の活動内容は
　3 月くらいからスタートですね。会議がス
タートしてその年の企画やアーティスト、芸
人などを決めていきます。
　6 月下旬～ 8 月上旬で松上げの準備をしま
す。カブト抽選会のカブトムシやクワガタ集
めは 7 月下旬からですね。カブトムシ集めは
夜の 10 時頃実行委員会で集まり、深夜 1 時
くらいに家に帰ります。オスのカブトムシだ
けで 100 匹以上とれるし、メスやクワガタも

　名田庄星のフィエスタ 2015 が 8 月 14 日に名田庄あきない館前広場で開催されます。お笑いライブでは「ゲッツ」のダ
ンディ坂野、「ワイルドだろぉ～」のスギちゃん、「ルネッサーンス」の髭男爵、アーティストは名田庄出身のアマチュア
バンド「タナカユウキと his juke box」、フジテレビのドラマ「ラストシンデレラ」や映画「僕は友達が少ない」の主題歌
を歌ったケラケラ。さらに大人気ゲーム「妖怪ウォッチ」からジバニャンも参加。一緒にゲームやダンスが楽しめます。
今年も星のフィエスタで夏を感じてみませんか。

Pick Up

　星のフィエスタ実行委員長にイベントの魅力を熱く
語っていただきました。

4 代目委員長！

あわせると 300 匹以上用意します。それで
も本番の日はあっと言う間に子ども達の手に
渡ってなくなりますけどね。
Q. フィエスタの魅力を
　内容も大事ですが、地元の若者が自分たち
でつくっている祭りを続けているということ
が一番大きいと思います。行政があまり入っ
ていなく、自由な雰囲気があり、先輩後輩の
壁がないくらいみんな仲が良く、団結力が強
い。みんなフィエスタが好きでやっています。
カブトムシ捕りにしてもみんなで集まって
車の中でワイワイガヤガヤいいながら探して
捕ってます。実行委員メンバーも遊びながら、
楽しみながらやっていてノビノビしています。
これからもそのスタイルを続けていかなけれ
ばいけないと思っています。何かに強制され
たらフィエスタではないと感じています。

おおい町非公認キャラクター
じょスター
じねんじょがモデルです。

岩崎　寛　さん
名田庄星のフィエスタ実行委員長
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　　全国小・中学生かるた選全国小・中学生かるた選
手権大会で名田庄小学校の手権大会で名田庄小学校の
早川ゆうかさんと太又くん早川ゆうかさんと太又くん
の姉弟が輝かしい成績を残の姉弟が輝かしい成績を残
した記事を掲載していました記事を掲載していま
す。す。

　　ふるさと納税って平成 20 年度ふるさと納税って平成 20 年度
からやってたのですね。もうちょっからやってたのですね。もうちょっ
と最近の制度だと思っていましと最近の制度だと思っていまし
た。ちなみに現在おおい町のふるた。ちなみに現在おおい町のふる
さと納税でもらえるのはおおい町さと納税でもらえるのはおおい町
産の梅や名田庄漬けなどの特産品産の梅や名田庄漬けなどの特産品
セットです。HPをチェック！セットです。HPをチェック！

　平成 24 年 4 月に竣工さ平成 24 年 4 月に竣工さ
れた大津呂ダムの工事が開れた大津呂ダムの工事が開
始されました。きのこの森始されました。きのこの森
ではミニブタの名前が決定ではミニブタの名前が決定
したり「全国訪問おはなししたり「全国訪問おはなし
隊」のはしる図書館がおお隊」のはしる図書館がおお
い町を訪問しています。い町を訪問しています。

　名田庄総合施設について公民館・図書館部会の委　名田庄総合施設について公民館・図書館部会の委
員さんにスポットをあてて話を聞いています。各委員さんにスポットをあてて話を聞いています。各委
員の皆さんが熱くどういう施設になって欲しいかを員の皆さんが熱くどういう施設になって欲しいかを
語ってくれています。語ってくれています。

　こども家族館が 8月 1 日に　こども家族館が 8月 1 日に
開館し、多くの子どもたちが開館し、多くの子どもたちが
楽しそうに遊ぶ様子が写真に楽しそうに遊ぶ様子が写真に
納まっています。また直前の納まっています。また直前の
8月号では家族館スタッフの8月号では家族館スタッフの
声が掲載されていました。声が掲載されていました。

　先月号でも出てきた本郷
イーグルスが県大会優勝しま
した。カメラでスケッチでは
観光協会主催行事で、132 人
が USJ に遊びに行った記事が
載っています。いいなー。

ー 2008.5 ～ 2009.4 ー
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　名田庄出身のプロボク　名田庄出身のプロボク
サー、草木さんと二見さんサー、草木さんと二見さん
が町で試合をするというこが町で試合をするというこ
とで役場を訪ねています。とで役場を訪ねています。
果たして結果は…果たして結果は…

　おおい梅加工グループ「うめっ
ぽ」の結成が載っています。他
にも西川ヘレンさんの講演（写
真上）の様子など。

　こども家族館入場 10万人
達成が表紙。8月 1日開館で
11 月 16 日に 10 万人。早い
ですね。
　大島小学校の子どもたち
の合宿通学が記事に。私は
本郷小学校だったけど合宿
通学なかったなぁ。

　中村先生がNHK「プロジェ
クト X」に出演したときの感
想や体験を「地域のカルテ」
で語っています。特集を組ん
でもらえるってすごいですね。

　プロジェクトX裏話その２。
テレビ撮影の裏側や撮影
後の反響がおもしろいです。
気になる人は過去の広報誌を
チェック。HP でチェックで
きます。

　介護保険料の見直しを会話　介護保険料の見直しを会話
形式で説明しています。この形式で説明しています。この
前の 6月号でも会話形式でし前の 6月号でも会話形式でし
たね。たね。
　表紙は竹を使用した親子紙　表紙は竹を使用した親子紙
すき体験です。すき体験です。

7
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　皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の和田知樹です。7 月 1 日に大飯中学校の「ふ
るさと再発見学習」という授業の中において、おおい町の魅力を中学生の前でお話し
をする機会を頂きました。若狭の梅は南高梅よりアミノ酸などの栄養価が高いことや
重要文化財である仏像の多さなど、数え切れないほど魅力がある町だと感じています。
しかし、より誇れるようにするには自分たちが関ってアイディアを出して作り上げて
いくことが大切だと思います。受け身ではなく自分が思い描く町づくりを目指してい
きたいと考えています。

地域おこし日記

みんなで探そう！地域のきらきらスポット。キラリ発掘

　町では、町の総合的な健康づくりの方策について審議・企
画し、町民の健康の保持増進を図ることを目的に「おおい町
健康づくり推進協議会」を設置しています。
　このほど協議会の委員に、「関係行政機関」「保健医療機
関」「関係団体」「事業所」「学識経験者」「住民代表」など、
17 名を委嘱・任命しました。任期は 3 年です。

（6 月 30 日　保健福祉センターなごみ）

おおい町健康づくり推進協議会生涯を通じた健康づくりの推進

　7 月 1 日～ 31 日の社会を明るくする運動強調月間に合わ
せ、若狭地区保護司会大飯支部と若狭西地区更正保護女性会
がおおい町役場を訪れ、「安全で安心な国づくりは、地方創
生の礎となるもの。過ちから立ち直ろうとする人たちが社会
復帰できるよう支援することが重要」などとする内閣総理大
臣のメッセージを伝達しました。

（6 月 29 日　おおい町役場）

社会を明るくする運動犯罪や非行を防止、立ち直りを支える地域の力

　町では、子どもたちの自然体験活動の推進を図るために、
地域の様々な関係者が協力し、地域の教育資源を活用した
持続的な取組を活性化させていくことを目的に平成 27 年度
文部科学省委託事業「子どもと自然をつなぐ地域プラット
フォーム形成事業（おおい町の魅力を子どもたちと体験する
ためのマップづくり事業）」を実施しています。
　その一環で「地域を豊かに愉快にする教室」が町民セン
ターで開かれました。講師は地域支援・事業化支援アドバイ
ザーの東京農工大学客員教授　福井隆先生。実践型の地域お
こしに長年携わっている先生の講演のあと、参加者が 4 人 1
組になりワークショップ形式で町の魅力について話し合い、
体験マップをつくるための意見を出し合いました。体験マッ
プとはおおい町に数多く点在する魅力あるスポットが一目
でわかるマップです。27 年度は大飯地区、28 年度は名田庄
地区のマップを町民参加型事業として作成します。

（7 月 5 日　総合町民センター）

8
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ひとり暮らし高齢者慰安会愉なステージに爆笑

　ひとり暮らし高齢者慰安会が里山文化交流センターで行わ
れました。保育園児のお遊戯や爆笑会による余興など会
場は大盛りあがり。昼食のあとはカラオケや輪投げゲーム
なども行われ楽しい時間を過ごしました。

（6 月 26 日　里山文化交流センター）

おおい町防犯隊錬成会地域の防犯に対する意識新たに

　6 月 19 日、組織強化と隊員相互の連携、防犯に対する資
質向上を目的として錬成会がおおい町役場で開かれました。
錬成会には隊員約 50 人が参加し、防犯活動に尽力された永
年勤続者への表彰が行われました。
　美好隊長が「更なる防犯意識の向上に努めていただきたい」
と訓示を述べられたあと、隊員らは小浜警察署員から活動時
の指導を受け、地域の安全と安心を守ることを誓いました。

（6 月 19 日　おおい町役場）

おおいにきのこ満喫計画策定委員会皆により愛される施設を目指して

　「きのこの森」を再整備する「おおいにキノコ満喫プロジェクト」
の策定委員会が発足しました。初会合では会に先立ち中塚町長が

「一般利用者代表」「関係行政機関」などから委員 11 人を委嘱しま
した。委員は「よりよいきのこの森をつくるためいい会にしたい」

「町内外の利用者からのさまざまな声を今まで聞いてきたので、こ
の会に生かしたい」などと抱負を語りました。町が作成した施設整
備の素案を確認した後、雨天や暑い日に待機できる屋内施設が少な
く、利用者が不便に感じていることなどの課題を会で共有しました。
　委員会では施設の利用状況などから課題を確認し、本年度中に事
業計画を策定します。（7 月 6 日　おおい町役場）

　おおい町消防団消防ポンプ操法大会が、うみんぴあ大飯駐
車場で盛大に行われました。
　操法大会は、小型ポンプ操法の実施要領にのっとり、放水
により火点（的）を倒す速さや、伝令・操作の正確性などを
競うもので、出場した各隊の操作員の皆さんは、この日のた
めに長い期間一生懸命訓練に励み、日ごろ鍛えた技術を披露
していました。優勝は第 4 分団第 1 部でした。

（6 月 28 日　うみんぴあ大飯）

おおい町消防団消防ポンプ操法大会
点へ放水！
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み
な
さ
ん
は　
『
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
約
10
年
後
の

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
に
向
け
て
構
築
が
進
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
重
度
な
要
介

護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
の
総
称
を
言
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
地

域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
町
や
県

が
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
作

り
上
げ
て
い
く
も
の
で
、
私
達
、
理

学
療
法
士
も
日
本
理
学
療
法
士
協
会

が
中
心
と
な
り
、
積
極
的
に
こ
の
シ

　

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
人
の
方
が
長
生
き
す
る
こ
と
を

示
し
た
研
究
も
あ
る
の
で
紹
介
し
ま

す
。
そ
の
凄
ま
じ
さ
に
驚
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

１
９
２
１
年
に
10
歳
前
後
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
１
６
０
０
名
を
対
象

に
、
彼
ら
を
80
年
間
追
跡
調
査
し
た

研
究
で
す
。
ね
っ
、
す
ご
い
で
し
ょ
。

追
跡
し
た
の
が
80
年
で
す
よ
、
80
年
。

当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
で
す

が
、
最
初
に
こ
の
研
究
を
計
画
し
た

学
者
さ
ん
は
、
そ
の
結
果
が
出
る
前

に
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
結
果
が
ど
う
だ
っ
た

か
と
い
う
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
は

早
死
に
し
て
い
た
の
で
す
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
、
つ
ま
り
陽
気
で
楽
観
的
な

人
は
、
何
か
問
題
が
生
じ
た
り
不
都

合
が
あ
っ
た
り
し
て
も
、「
ま
あ
大

丈
夫
だ
ろ
う
」
と
慎
重
さ
に
欠
け
る

判
断
を
下
し
が
ち
だ
か
ら
早
死
す
る

の
だ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
な
る
と
、
わ
け
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
が
長
生
き

だ
と
い
う
研
究
も
あ
れ
ば
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
人
が
早
死
に
だ
と
い
う
逆

の
研
究
も
あ
る
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
天
才
心
理
学
者
フ
レ
ド

リ
ク
ソ
ン
と
奇
才
数
学
者
ロ
サ
ダ
の

共
同
研
究
で
、「
人
は
み
な
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
面
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を
持
っ

て
お
り
、
そ
の
割
合
が
重
要
だ
」
と

い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
ご
自
身
の
中
で
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
面
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
の

割
合
は
ど
の
程
度
で
し
ょ
う
か
? 

最

も
近
い
も
の
を
以
下
の
４
つ
の
中
か

ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
：
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

　

＝
１
：
１
以
上

②
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
：
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

　

＝
２
：
１

③
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
：
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

　

＝
３
：
１

④
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
：
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

　

＝
４
以
上
：
１

　

長
生
き
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、

充
実
し
た
幸
福
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
③
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
対
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
は
、

３
対
１
が
最
適
な
ん
で
す
ね
。
さ

ら
に
、
こ
の
こ
と
は
個
人
の
み
な
ら

ず
組
織
に
お
い
て
も
同
様
だ
そ
う
で
す
。

　

京
セ
ラ
の
創
業
者
、
稲
盛
和
夫
さ
ん

は
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
こ
う
語
っ
て

い
ま
す
。「
楽
観
的
に
構
想
し
、
悲
観

的
に
計
画
し
、
楽
観
的
に
実
行
せ
よ
」

　

人
も
組
織
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
対
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
の
割
合
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

幸
せ
に
な
る
方
法　

 

そ
の
５　

　
　
　
　
　
　

幸
福
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
も
必
要
？

　

さ
あ
、
幸
せ
に
な
る
方
法
シ
リ
ー

ズ
の
第
五
弾
（
最
終
版
）
で
す
。

　

前
回
は
、
性
格
や
気
持
ち
の
持
ち

方
と
寿
命
に
つ
い
て
の
話
題
で
し
た
。

　

み
な
さ
ん
に
、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
陽

気
で
楽
観
的
）
な
人
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

（
神
経
質
で
悲
観
的
）
な
人
で
は
ど

ち
ら
が
長
生
き
か
？
」
と
い
う
問
い

か
け
を
し
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

修
道
女
会
の
女
性
た
ち
が
若
い
こ
ろ

に
書
い
た
日
記
と
そ
の
後
の
人
生
を

調
査
し
た
研
究
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
人
の
方
が
長
生
き
し
た
と
い
う
結

果
で
し
た
。

名田庄診療所長　中村伸一

な
ご
み
診
療
所　

☎
77
・
２
７
５
３

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。
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こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療　

『
こ
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か
ら
の
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医
療　

〜
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
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と
『
理
学
療
法
士
』
〜
』

〜
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
と
『
理
学
療
法
士
』
〜
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
学
療
法
士　

仲
野　

四
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
学
療
法
士　

仲
野　

四
朗

ス
テ
ム
に
関
わ
る
た
め
の
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
と
は
、
運
動
を
治
療

と
し
て
活
用
す
る
医
療
専
門
職
の
一

つ
で
す
。
さ
ら
に
日
常
生
活
を
改
善

す
る
た
め
の
指
導
（
生
活
習
慣
病
、

介
護
予
防
教
室
な
ど
で
の
助
言
）
や

社
会
生
活
の
た
め
の
福
祉
用
具
、
住

宅
改
修
、
在
宅
ケ
ア
の
調
整
な
ど
も

行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
病
院
や

施
設
の
中
で
業
務
を
行
う
こ
と
が
中

心
で
し
た
が
、
今
後
は
地
域
住
民
の

方
々
の
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
れ
る

よ
う
に
地
域
の
中
に
活
動
の
幅
を
広

げ
、
多
く
の
関
係
職
種
の
方
々
と
協

力
し
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
一
丸
と
な
っ
て
、
安
心
し
て

元
気
で
住
み
続
け
ら
れ
る
町
『
お
お

い
』
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
！

仲野
理学療法士



みんなで防ごう！！高齢者虐待！
　住み慣れた町で自分らしく安心して暮らしていくことは、みんなの願いです。
　しかし、少子高齢化が進み、地域とのつながりも希薄化していくこの世の中、介護の長期化など
たくさんの要因から高齢者虐待は誰にでも起こる身近な問題として意識してみませんか。

・殴る　・つねる　・蹴る
・動かないように縛る　など

虐待の早期発見のサイン虐待の早期発見のサイン

がんばる人ほど一人で抱
え込み疲れ果ててしまい
ます。ぜひ専門家や地域
の人の力を借りて自分ら
しい生活ができる道を一
緒に探しましょう。

周囲の人が、高齢者や家
族の変化に気づき、「お
はよう」「こんにちは」等、
声をかけ合い、見守るこ
とを大切にしましょう。

高齢者も趣味・生きがい
を見つけ、いろいろな方
と交流し、話をする機会
をつくりましょう。

虐待予防のポイント虐待予防のポイント

　虐待・暴力等は、高齢者虐待のみならず、障害者・児童虐待、そして配偶者からの暴力
などがあります。虐待をする人、受ける人は様々ですので、そのような方を守りたいと思
います。そこで、「虐待かな？」「自分からは声をかけにくい」「このままだと心配」「どう
しても世話がつらい」と思ったら一人で抱えこまず、虐待防止等ネットワーク委員会へご
相談ください。

【連絡先】
高齢者に関すること　☎ 77・2770（地域包括支援センター）
障害者に関すること　☎ 77・2760（介護福祉課）
児童に関すること　　☎ 77・4053（住民福祉課）
配偶者に関すること　☎ 77・4050（総務課）

地域社会と交流しよ
う地域で声を掛け合お

うがんばる人ほど心配
相談と協力を

○自宅から家族の怒鳴り声や悲鳴などがよく聞こえてくる
○顔や腕などに不自然なあざがある
○衣服が汚れたままの場合が多い　…など

身体的虐待

・必要なお金を渡さない　使わせない
・年金や預貯金を勝手に使う　など

経済的虐待

・食事や入浴、排泄などの世話をしない
・必要な治療を受けさせない　など

介護・世話の放棄・放任

・怒鳴る　・ののしるなど言葉の暴力
・無視して口をきかない　など

心理的虐待

・同意のない性的接触や嫌がらせ　など

性的虐待

1111
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おはなし会＆工作
2 日（日）
14:00 ～ 15:30
対象　幼児～小学生
内容　おはなし会と簡単な工作
参加料　無料

学習講座「源氏物語講座」
6 日（木）
13:30 ～ 15:00
講師　渡辺　力 氏
　　　（福井県立図書館主任司書）

 
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

☎ 77-2820 ☎ 67-3703

布絵本の会
5 日（水）
13:30 ～ 15:30
内容　布絵本作り

青少年愛護センター大飯支部　巡回指導
28 日（金）17:00 ～ 17:30
場所　JR 若狭本郷駅前

舞台技術講習会
5 日 ,26 日（水）
19:30 ～ 21:30
内容　舞台照明について
※申込必要

戦争を語る
　ー資料と証言からー
2 日（日）14:00 ～ 15:00
語り手　須磨　千頴 氏
　　　　川淵　昭一 氏
　　　　小林　昭一 氏
対象　一般（小中学生の参加可能）
内容　資料と体験談を参考に
　　　語り合う。 親子で楽しむおはなし会

25 日（火）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏
対象　0 歳からの乳幼児とその
　　　保護者
内容　おはなし会とわらべ歌
　　　遊び

　6 月 20 日（土）に、はまかぜ交流センター
前海上で、手こぎ舟体験を行いました。
　初めに入団式を行った後、早速団員は手
こぎ舟に乗り込みました。
　この舟は、幅が狭く舟底が丸くなってい
るため、少しバランスを崩しただけで大き
く左右に揺れ、危うく転覆しそうになる場

面も。
　そんな中でも積極的に櫓

ろ

をこぐメン
バーも見られ、数分後には上手に乗りこ
なしていました。
　途中、近くの冠

かんじゃじま

者島へ上陸し、島内散
策も楽しむことができ、思い出深い 1 日
になりました。

ブックスタート
21 日（金）12:30 ～ 14:00
演じ手　図書館職員等
対象　6,7 ヶ月児
場所　保健センターなごみ
内容　絵本の読み聞かせ

布えほんサークル活動
11 日 ,25 日（火）
19:00 ～ 21:00
23 日（日）
13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

小学生工作教室
17 日（月）
10:30 ～ 11:30
講師　時岡　章恵 氏
　　　（こども家族館児童厚生員）
内容　タワー万華鏡づくり
材料費　150 円
定員　10 名

夏休み映画会
3 日（月）
19:00 ～ 20:45
対象　子どもから大人
内容　「大決戦！超ウルトラ8兄弟」
参加料　無料

寄せ植え教室
26 日（水）
15:30 ～ 17:00
講師　相蘇　龍一 氏
内容　季節の花の寄せ植え
参加料　2,000 円（材料代）

Natasho ダンスフィエスタ
23 日（日）
開場 13:00 ～　　開演 13:30 ～
出演者　県立福井商業高等学校チアリーダー部「JETS」
　　　　立命館大学モダンジャズバレエ部
　　　　若狭鳴子連　希来里（よさこい）
　　　　綺麗塾（ベリーダンス）
　　　　ロサ吉川・石田ちなみ　他（フラメンコ）
入場料　無料

（※整理券が必要ですので、お求めは名田庄公民館まで）

フラメンコ教室
6 日 ,27 日（木）
19:30 ～ 21:00
講師　石田　ちなみ 氏
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8月学習掲示板学習掲示板

（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

（総合町民センター）☎ 77-1150 （ふるさと交流センター）☎ 78-1211

生生涯涯

おおいの温故知新教室
22 日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　藤田　義仁 氏
対象　一般
内容　宝尾山、さてつの山
参加料　無料

ウクレレ教室
20 日 ,27 日（木）
19:30 ～ 21:00
講師　重田　敬之 氏
内容　初心者向けのウクレレ教室
参加料　無料

エアロビクス教室
6 日（木）
19:30 ～ 20:30
講師　一瀬　裕子 氏
対象　一般

公民館カフェ
13 日 ,27 日（木）
9:00 ～ 16:00
対象　一般
内容　憩いと喫茶を楽しむセ
　　　ルフカフェ
参加料　無料

1 日で作るスクラップアルバム
27 日（木）
13:30 ～ 15:30
講師　柳沢　宏子 氏
　　　（メモラビリアート
　　　公認講師）
内容　コンパクトブック作り
参加料　1,000 円

昔話・語り部講演会
13 日（木）
13:30 ～ 14:30
対象　一般
内容　佐分利地区の昔話
参加料　無料

女性の美と健康教室
30 日（日）
13:30 ～ 15:30
講師　北原　太郎 氏
　　　　  （フィットネスインストラクター）
内容　健康管理のストレッチ
参加料　無料

パッチワーク教室
18 日（火）
10:00 ～ 15:00
講師　中島　敦子 氏
対象　一般

　本郷おどり育成保存会では、福井県無
形民俗文化財である「本郷おどり」の継
承を目的に、子どもからお年寄りまで楽
しめるイベントを計画しています。拍子
木の音が聞こえたら、みんなで集まり、
輪になって踊りましょう。尺八、三味線
などの後継者も募集中です。地域の皆様

「本郷おどり」を継承していきましょう。
■日時　2 日（日）19:30 ～
■場所　福井銀行おおい支店横駐車場
　　　　（雨天時　総合町民センター）
　なお、4 日（火）は、総合町民センター
での練習等の予定です。

第 4 回ヨーガ教室
22 日（土）
10:00 ～ 11:30
講師　小牧　理絵子 氏
場所　あみ～シャン大飯

7 日（金）19:00 ～ 21:25（受付 18:30 ～）

場所　こども家族館横広場（雨天時　総合運動公園格技場）

大学開放講座「バナナからＤＮＡを取り出そう」
22 日（土）14:00 ～
講師　山田　幹雄 氏（福井高等専門学校）
対象　小・中学生親子 10 組　　場所　総合町民センター
参加料　無料

公民館こどもクラブ
4 日 ,11 日 ,18 日 ,25 日（火）
7 日 ,21 日（金）13:30 ～ 14:30
対象　町内小学生　　　　　　 内容　そろばん教室
参加料　無料

親子釣り体験事業　地元の漁船に乗って親子で釣り体験！
23 日（日）
集合時間　8:00
集合場所　はまかぜ交流センター
対象　大島地域の児童・生徒とその保護者
参加料　500 円

大学開放講座「やってみようソーラーカー手作り教室」
23 日（日）13:00 ～
講師　山本　幸男 氏（福井高等専門学校）
対象　小・中学生親子 10 組　　場所　総合町民センター
参加料　3,000 円

ペン字教室
6 日 ,27 日（木）
19:00 ～ 20:00
講師　杉本　龍心 氏
内容　ボールペン字、筆ペン字の練習
※この教室は、定員に達しております。
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I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

町職員募集
　来春採用予定の職員を募集します。

■日時　
　9 時 20 日㈰　午前 8 時 45 分から
■場所　
　県立若狭高等学校
　（小浜市千種 1 丁目 6-13）
■方法　
　教養試験、適正検査
■発表　
　10 月中旬におおい町役場および名田
　庄総合事務所に掲示するほか合格者
　に通知します。

■日時　
　11 月上旬を予定
　※日時、場所については第 1 次試験
　の合格者に通知します。
■方法　面接試験、作文試験
■最終合格発表　
　11 月中旬におおい町役場および名田
　庄総合事務所に掲示するほか合格者
　に通知します。

ボート乗船＆釣り体験
　ボートに乗ってマリーナを出発し操船
体験をした後は、船釣りを体験してみま
せんか。
■日時　8月23日㈰・9月6日㈰
　　　　1便目　10：00～12：00
　　　　2便目　14：00～16：00
■定員　両日ともに6名（応募者多数の
　　　　場合抽選とさせていただきます。）
■応募締切　8月16日㈰必着
■申込方法　メールまたはFAX
　　　　　　うみんぴあ大飯マリーナよ
　　　　　　り当選者様のみご連絡させ
　　　　　　ていただきます。
■その他　　釣りを体験される方は竿と
　　　　　　サビキ等仕掛けをご用意下
　　　　　　さい。釣りをされない方の
　　　　　　乗船も可能です。

うみんぴあ大飯マリーナ
☎ 77 ｰ 2410　FAX77 ｰ 2411
メールアドレス
u-ohi@marinajapan.jp

【 】
■内容　
　一般事務に従事
■受験資格　
　昭和 60 年 4 月 2 日から平成 10 年 4
　月 1 日までに生まれた方（資格は必
　要ありません）

【
■内容　
　名田庄診療所における医療事務およ
　び一般事務に従事
■受験資格　
　昭和 55 年 4 月 2 日から平成 10 年 4
　月 1 日までに生まれた方で、医療事
　務技能審査試験に合格した方、また
　は平成 28 年 3 月末までに資格取得
　見込みの方

【 】
■内容　
　保健業務および一般事務に従事
■受験資格　
　昭和 60 年 4 月 2 日から平成 6 年 4
　月 1 日までに生まれた方で、保健師
　の資格取得者または平成 28 年 3 月
　末までに資格取得見込みの方

■受験手続
　申込用紙はおおい町役場（総務課）
　および名田庄総合事務所（管理課）
　で交付します。郵便で請求する場合
　は、封筒の表に「職員採用試験申込
　用紙請求」と朱書きし、中に宛先を
　明記して 120 円切手を貼付した返信
　用封筒を同封のうえ、役場総務課
　（〒 919-2111　福井県大飯郡おおい
　町本郷136-1-1）へ請求してください。
■受付期間
　8 月 13 日㈭まで、受付時間は 8：30
　～ 17：15 まで（土曜、日曜は除く）
　郵便の場合は、「書留郵便」（8 月 11
　日以降の郵便は「速達書留」）とし、
　8 月 13 日㈭までの消印のあるもの
　に限り受け付けます。

就職応援講座開催
　ミニジョブカフェ小浜では、就職や
再就職を考えている若い方を応援する
セミナーを開催します。
■日時　8月22日㈯
　　　　13：30～15：30
■場所　福井県小浜市大手町4ー1
　　　　小浜働く婦人の家
■内容　パソコンによる適職診断および
　　　　キャリアアドバイザーによる結
　　　　果のフォローアップ
■受講対象　16歳以上39歳以下の方

ミニジョブカフェ小浜
☎ 0770 ｰ 52 ｰ 3542

イベントサポーター大募集

　町のイベント情報を受信すること
で、町を支える「イベントサポーター」
を募集しています。活動内容は、町が
発信するイベント情報を受信し、知人
に発信、そしてイベントに来場するこ
とです。下記アドレスに、氏名、生年
月日、性別、住所、携帯電話番号を記
入して送信すれば、申し込めます（件
名に「イベントサポーター応募」と記
載）。詳しくは町の HP へ。
　町民の皆さまのご家族やお知り合い
に町外・県外の方がいらっしゃいまし
たら呼びかけのご協力お願いいたし
ます。

総合政策課
☎ 77-4051
申込アドレス
seisaku@town.ohi.lg.jp

総務課
☎ 77 ｰ 4050



【海上保安学校学生】
■受付期間・試験日時
　【受付期間】
　7 月 21 日㈫～ 7 月 30 日㈭
　【試験日】9 月 27 日㈰
■採用人数
　船舶運航システム課程　約 190 名
　航空課程　　　　　　　  約 10 名
　情報システム課程　　　  約 60 名
　海洋科学課程　　　　　  約 10 名
■受験資格
①平成 27 年 4 月 1 日において高等学
　校又は中等教育学校を卒業した日の
　翌日から起算して 5 年を経過してい
　ない者及び平成 28 年 3 月までに高
　等学校又は中等教育学校を卒業する
　見込みの者
②高等専門学校の第 3 学年の課程を修
　了した者であって、平成 27 年 4 月
　1 日において当該課程を修了した日
　の翌日から起算して 5 年を経過して
　いない者等人事院が①に掲げる者と
　同等の資格があると認める者

【海上保安大学生】
■受付期間・試験日時
　【受付期間】
　8 月 27 日㈭～ 9 月 7 日㈪

　【試験日】
　10 月 31 日㈯、11 月 1 日㈰
■採用人数　大学校学生　約 50 名
■受験資格
①平成 27 年 4 月 1 日において高等学
　校又は中等教育学校を卒業した日の
　翌日から起算して 2 年を経過してい
　ない者及び平成 28 年 3 月までに高
　等学校又は中等教育学校を卒業する
　見込みの者
②高等専門学校の第 3 学年の課程を修
　了したものであって、平成 27 年 4
　月 1 日において当該課程を修了した
　日の翌日から起算して 2 年を経過し
　ていない者等人事院が①に掲げる者
　と同等の資格があると認める者

■第 1次試験日　9 月 11 日㈰
■受験資格
①警備官
　平成 27 年 4 月 1 日において高校ま
　たは中等教育学校を卒業した日の翌
　日から起算して 5 年を経過していな
　い方及び平成 28 年 3 月までに高校
　または中等学校を卒業見込みの方
②警備艦（社会人）
　昭和 50 年 4 月 2 日以降に生まれた
　方（上記①に規定する期間を経過し
　た方及び人事院がそれに準ずると認
　めた方に限ります）
■受付期間
郵送または持参
　7 月 21 日㈫～ 7 月 23 日㈭
インターネット受付　
　7 月 21 日㈫～ 7 月 30 日㈭
インターネット申込先
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.
html

町
人身 4件
死者 0人
傷者 4人
物損 73件

（平成 27 年 6 月 30 日現在）

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
  1,048 日

人権何でも相談人権何でも相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。

海上保安学校
海上保安大学校学生募集

小浜海上保安署
☎ 0770 ｰ 52 ｰ 0494

議会報告会
　「町民の皆様から信頼される議会」「よ
り身近な議会」をめざし、議会報告会を
4会場で開催します。
■日時　8 月 1 日（土）
　　　　14：00 ～ 16：00
■ところ　はまかぜ交流センター
　　　　　里山文化交流センター
■日時　8 月 2 日㈰
　　　　14：00 ～ 16：00
■ところ　総合町民センター
　　　　　ふるさと交流センター

報告会に参加して
20ポイントGetしよう

議会事務局
☎ 77 ｰ 4060

名古屋入国管理局総務課
☎ 052 ｰ 559 ｰ 2150

入国警備官採用試験

障害者福祉制度の各種手当
　障害者福祉制度では各種手当を支給して
います。わからないことがあればお気軽に
介護福祉課までお問い合わせください。
■特別障害者手当
・手当額　月額 26,620 円
・対象者
　20 歳以上で、心身に重度の障害を
　重複するか、単一の重度障害であっ
　て、日常生活において常時の介護を
　必要とする在宅の方
■障害児福祉手当
・手当額　月額 14,480 円
・対象者
　20 歳未満で、重度の障害があり、日
　常生活において常時の介護を必要と
　する在宅の方
■特別児童扶養手当
・手当額　月額 51,100 円（1 級）
　　　　   月額 34,030 円（2 級）
・対象者
　身体障害者手帳 1 級～ 3 級程度（4
　級の 1 部）または療育手帳 A 級程度
　（B の 1 部）の障害のある 20 歳未満
　の児童を養育している方

介護福祉課
☎ 77 ｰ 2760
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　大飯発電所では、再稼動に向けて様々な訓練を行っています。訓練は、26 年度は約
1,000 回、今年度は昨年度以上の実施を予定しています。体制・手順の充実・強化を進め
るとともに、それに応じて必要な教育や各種訓練を繰返し行い、所員および協力会社の重
大事故時対応能力の向上を図っています。

新規制基準適合性審査状況

新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
検
討

許
認
可
申
請
準
備

事
業
者
か
ら
の
許
認
可
申
請

大容量ポンプを用いた、冷却水系統への
海水供給訓練

送水車を用いた、使用済み燃料ピットな
どへの海水供給訓練

長期にわたる事故を想定した燃料補給訓練 可搬式代替低圧注水ポンプを用いた、原
子炉への注水訓練

初動対応 可搬式モニタポスト設置訓練
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  2 日  （日）  常藤内科医院             9 日  （日）堀口医院
16 日   （日）  若狭高浜病院　       23 日  （月）   なごみ診療所
30 日   （日）  和田診療所

    8月
戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 27 年 6 月 5 日から
 　  平成 27 年 7 月 4 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   　名前　       　  性別　   　 保護者　         　　住所

中村　陽
は る と

人　　   男　　 和平・恵利香　　   長井

飯田　岳
がく

　　　   男　　 大・成美　　　　   神崎

中尾　音
お と き

稀　   　男　　 和徳・真悠　　   　岡安

酒井　心
こ こ な

愛　   　女　　 和樹・梓　　　　   岡田

伊藤　葵
あおい

　　　   女　　 梓・敦子　　　　   名田庄三重

大塚　莉
り ほ

帆   　　女　　 弘貴・佳加　　　   青戸

大宮　萌
めい

　　   　女　　 淳・希　　　　　   名田庄三重

    名前         　        年齢            性別　　    住所

堀口　雅夫　　 　    82 歳　　  男　　     神崎

團　　輝市　　　　 83 歳　　  男　　　名田庄納田終

渡邉　真寿美　　　 98 歳　　  女　　　１１区

國久　シゲオ　　　 90 歳　　  女　　　父子

清水　勇　　　　     80 歳　       男             名田庄三重 

河原　勇　　　　　 94 歳　　  男　　　名田庄小倉畑

山口　市左衞門　　 82 歳　　  男　　　１３区

田中　一夫　　　　 74 歳　　  男　　　神崎

岩佐　巖　　　　　 88 歳　　  男　　　 名田庄納田終

本　秋男　　　　 86 歳　　  男　　　 鹿野

早川　次子　　　　 91 歳　　  女　　　 名田庄三重

塚本　良治　　　　 76 歳　　  男　　　 駅前

ごめい福をお祈りします。

■納田終・井上・中地区 11日㈫ 20日㈭  28日㈮  

■坂本・西谷地区　　 7日㈮ 18日㈫ 27日㈭

■下久田・久坂・下地区 4日㈫ 13日㈭ 21日㈮

■三重・小倉・美川地区 6日㈭ 14日㈮ 25日㈫

平成 27 年 7 月 1 日現在　　（　）は前月比

　総人口　　　　8,540　　　　（－１８）
　　男　　　　　4,186   　　　 （－１１）
　　女　　　　　4,354　　　　（－７）
　世帯数　　　　3,215　　　　（ー３）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

たかさご

牧田　　恭典　　　　　　　芝崎
（田中）　愛　　　　　　　（京都府）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

■すくすく広場（子どもたちの遊びの場）
　保健福祉センター なごみ　　　     7日㈮　10：00～
　あっとほ～むいきいき館    　　        7日㈮      10：00～
■乳幼児健診　※対象者には通知します。
　保健福祉センターなごみ　　 　  21日㈮　13：00～
■離乳食教室　※対象者には通知します。　　　 
　保健福祉センターなごみ　　　   25日㈫　10：00～
　あっとほ～むいきいき館 　　　  27日㈭　10：00～
■はぐはぐの会（子育てで心配なことがある方の育児教室）
　保健福祉センター なごみ　　        18日㈫　10：00～
■女性限定健診
　保健福祉センター なごみ　　　  30日㈰　   8：00～
■一般健康相談 
　保健福祉センターなごみ　    毎週木曜日         9：30～
　あっとほ～む いきいき館      毎週木曜日　   9：30～
■心の健康相談　※予約制
　保健福祉センター なごみ　　　   26日㈬     10：00～
　あっとほ～む いきいき館　　      26日㈬   13：30～
問い合わせ
○保健福祉センターなごみ　保健医療課　☎ 77-1155　
○あっとほ～むいきいき館　 保健福祉室　 ☎ 67-2000

小浜病院
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